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指標の見直しについて 

 

 令和元年８月 30 日に、「健やか親子２１（第２次）」の中間評価等に関する検討会報告

書が取りまとめられました。報告書の中では、一部の指標の見直し等が行われたものの、

計画に大幅な変更はありませんでした。 

そこで、これまでの計画の方向性は踏襲しつつ、中間評価時において既に最終評価目

標を達成している指標等の修正を行うとともに、「健やか親子２１（第２次）」において

新たに追加される指標や近年の新たな課題を基に、以下のとおり指標を追加します。 

 

重点課題１ 切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健対策 

 

○ (旧) 妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談窓口が整備されている市町数 

(新) 子育て世代包括支援センター設置市町数 

 元の指標は最終評価目標を達成したため、指標を修正します。子育て世代包括支援セ

ンターの設置は、各市町の努力義務とされていますが、国として全国展開をめざしてお

り、県内全市町の設置が望ましいため、指標を「子育て世代包括支援センター設置市町

数」とし、29 市町での設置を最終評価目標とします。 

 

○ (追加) 母子保健コーディネーターの育成数 

 子育て世代包括支援センターでは保健師等による母子保健コーディネータ―を配置し、

妊産婦等からの相談に応じ、一体的にサービスを提供することになっており、県がその

養成を行っています。母子保健コーディネーターを養成することにより子育て世代包括

支援センターにおける相談支援の充実を図ります。そこで「母子保健コーディネーター

の育成数」を取組指標に加え、目標値を市町において母子保健を担当している保健師の

おおよその人数である 270 人とします。 

 

○ (旧) 訪問・通所・宿泊等による産後ケアを実施できる体制がある市町数 

 (新) 産婦健診・産後ケアを実施している市町数 

 産後ケアを実施している市町数は 26 市町となり、最終評価目標を達成したため、指標

を修正します。平成 29 年度より、産後ケア事業を実施している市町で実施される産婦健

診に対しても助成が行われることになったため、産婦健診を追加した「産婦健診・産後

ケアを実施している市町数」を取組指標とし、29市町を最終評価目標として設定します。 

 

○ (追加) 妊婦歯科健康診査に取り組む市町数 

 妊娠中は女性ホルモンなどの影響により歯周病にかかりやすくなりますが、妊婦が歯

周病にかかると早産や低体重児出産のリスクが高くなります。お母さんと赤ちゃんの健

康を守るためには妊婦歯科健診を受けることが重要であるため、「妊婦歯科健康診査に取

り組む市町数」を取組指標に加えます。 

資料２ 
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 目 標 項 目 
計画策定時

（H26） 
直近の値 

中間評価 

目標 

最終評価 

目標 

取
組
指
標 

子ども家庭総合支援拠点を設置

している市町数 
－ 

1 市町 

(R 元年度) 
－ 29 市町 

参
考
指
標 

要保護児童対策地域協議会と

DV 対策協議会等を組織的に一

体化する市町数 

－ 
13 市町 

(R 元年度) 
－ － 

 


